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『基
俊
集
』
の
贈
答
詩
歌
に
つ
い
て

一

藤
原
基
俊
の
家
集

『基
俊
集
』
の
う
ち
、
他
撰
本
系
の
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本

（
一
五
〇

・
五
七
八
）
の
末
尾
に
、
基
俊
と
僧
の
寛
信
と
の
間
で
贈
答
さ
れ
た

詩
歌
三
首
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
平
安
朝
に
お
け
る
和
漢
兼
作
の
一
例
と
し
て
、

こ
れ
を
検
討
し
て
み
た
い
。

二

か
嚇
破
議
姉
¨
証
降
わ
』
』
わ
す
（
ょ
翡
一
た
だ
し
、
平
安
朝
漢
文
学
研
究
の
立
場

ま
ず
、
基
俊
か
ら
寛
信
へ
贈
ら
れ
た
歌
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
漢
文
で
書
か

れ
た
題
詞
が
付
さ
れ
て
い
る
。

送
二
寛
信
法
務
許
・。
余
、
久
翫
二
嘲
風
弄
月
之
詞
一、
空
迷
二
煩
悩
菩
提
之

理
・。
今
、
大
竃
暗
至
、
喧
レ
踏
不
レ
及
。
“
綻
二
発
露
一、
各
和
漢
之
後
絶
。

敢
奉
二
謝
東
岳
導
師
之
宏
下
・実
。

月
か
け
の
か
さ
な
る
山
に
入
ぬ
れ
は
い
ま
は
を
し
へ
し
あ
ふ
き
を
そ
思
ふ

少
し
ず
つ
区
切
っ
て
、
書
き
下
し
文
で
あ
げ
、
説
明
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

○
寛
信
法
務
の
許
に
送
る
。

こ
の
一
文
は
こ
こ
で
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
下
へ
続
け
て
読
む
と
矛
盾

後

藤

昭

雄

を
き
た
す
こ
と
と
な
る
。
そ
の
こ
と
の
説
明
に
も
な
る
が
、
寛
信
の
略
歴
を
記

し
て
お
こ
う
。

寛
信

（
一
〇
八
四
―

一
一
五
三
）
は
勧
修
寺
流
藤
原
氏
の
出
身
で
、
参
議
右

大
弁
大
蔵
卿
為
房
の
子
で
あ
る
。
寛
治
七
年

（
一
〇
九
三
）
十
歳
で
出
家
し
、

天
仁
元
年

（
一
一
〇
八
）
十
月
、
厳
覚
よ
り
伝
法
潅
頂
を
受
け
る
。
天
永
元
年

（
一
一
一
〇
）
勧
修
寺
別
当
に
任
ぜ
ら
れ
、
保
安
二
年

（
一
一
二
一
）
に
は
同

寺
の
長
吏
と
な
る
。
長
承
三
年

（
一
一
三
四
）
権
少
僧
都
、
久
安
元
年

（
一
一

四
五
）
東
寺
の
長
者
と
な
り
、
二
年
に
は
法
務
を
兼
ね
、
三
年
、
東
大
寺
別
当

に
任
ぜ
ら
れ
る
。
仁
平
三
年

（
一
一
五
三
）
二
月
十
七
日
、
七
十
歳
で
没
し
た
。

勧
修
寺
法
務
と
称
さ
れ
た
。

寛
信
が
法
務
と
な
っ
た
の
は
久
安
二
年
で
あ
る
か
ら

資
東
寺
長
者
補
任
し
、

「寛
信
法
務
」
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
こ
れ
以
後
の
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
基
俊
は
こ
れ
に
先
立
っ
て
、
永
治
二
年

（
一
一
四
二
）
正
月
十
六
日
に
没

し
て
い
る

（『台
記
し
。
従
っ
て
、
基
俊
自
身
が

「寛
信
法
務
」
と
呼
ぶ
こ
と
は

あ
り
え
な
い
。
す
な
わ
ち

「寛
信
法
務
の
許
に
送
る
」
は
後
人
の
手
で
書
き
加

え
ら
れ
た
も
の
で
、
「余
云
々
」
と
い
う
、
基
俊
を
主
語
と
す
る
以
下
の
文
と
は

区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
余
、
久
し
く
嘲
風
弄
月
の
詞
を
翫
び
、
空
し
く
煩
悩
菩
提
の
理
に
迷
ふ
。

「嘲
風
弄
月
」
は
平
安
朝
の
詩
文
で
は
成
句
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
大
江



朝
綱
の
「早
春
内
宴
に
侍
り
て
同
に
晴
れ
て
草
樹
の
光
を
添
ふ
と
い
ふ
を
賦
す
」

詩
序

（『本
朝
文
粋
』
巻
十

一
）
に
、

攀
竜
附
鳳
の
客
、
九
霞
を
冠
し
て
恩
を
承
け
、

嘲
風
瞬
月
の
才
、
五
花
に
籍
り
て
志
を
言
ふ
。

藤
原
篤
茂
の

「冬
夜
庚
申
を
守
り
て
同
に
修
竹
冬
に
青
じ
と
い
ふ
を
賦
す
」

詩
序

（『本
朝
文
粋
』
巻
十

一
）
に
、

絃
管
を
左
に
し
、
詩
篇
を
右
に
す
。

鸞
吟
鳳
唱
の
音
、
夜
雲
を
過
め
て
更
に
怨
み
、

嘲
風
瞬
月
の
思
ひ
、
暁
灯
に
対
か
ひ
て
猶
高
し
。

藤
原
公
任
の

「夏
日
同
に
未
だ
風
月
の
思
ひ
に
飽
か
ず
と
い
ふ
を
賦
す
」
詩

翁
本
朝
麗
藻
』
巻
下
）
に
、

何
事
ぞ
詞
人
の
未
だ
心
に
飽
か
ざ
る
こ
と
、

嘲
風
瞬
月
思
ひ
弥
深
し
。

ま
た
時
代
的
に
や
や
近
い
例
と
し
て
、
康
和
六
年

（
一
一
〇
四
）
の
藤
原
敦

基
の
奏
状

翁
本
朝
続
文
粋
』
巻
六
）
に
、
自
身
の
儒
家
と
し
て
の
功
労
を
数
え

上
げ
て
、
恒
例
の
宴
会
、
臨
時
の
詩
宴
に
、
風
に
嘲
ひ
月
を
弄
び
、
春
を
迎
へ
秋
を

送
る
。

さ
ら
に

『新
古
今
集
』
の
真
名
序
に
も
用
い
ら
れ
て
、

独
り
仙
洞
無
何
の
郷
、
嘲
風
弄
月
の
興
有
る
こ
と
を
記
す
の
み
な
ら
ず
。

な
ど
の
用
例
が
あ
る
。
「嘲
風
弄
月
」
は
、
も
と
の
字
義
に
則
し
て
い
え
ば
、
さ

わ
や
か
な
風
の
も
と
で
詩
句
を
吟
詠
し
、
美
し
い
月
を
賞
玩
す
る
こ
と
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
の
用
例
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ま
た
詩
文
を
詠
作
す
る
意
で
あ

２つ
。長
年
、
詩
文
の
詠
作
を
事
と
し
て
き
て
、
煩
悩
も
ま
た
悟
り
の
機
縁
と
説
く

仏
の
教
理
を
学
ぶ
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。

○
今
、
大
竃
暗
か
に
至
り
、
踏
を
喧
む
も
及
ば
ず
。

八
十
歳
以
上
を

「竜
」
と
い
う
。
『礼
記
」
「曲
礼
」
に

「八
十
九
十
日
レ
竃
」

と
あ
る
。
こ
の

「大
老
暗
至
」
と
類
似
し
た
措
辞
を
、
基
俊
は

『長
承
二
年
相

撲
立
詩
歌
』
跛
文
で
も
用
い
て
い
る
。
長
承
二
年
は
一
一
三
二
年
。
そ
の
年
八

月
、
藤
原
忠
通
か
ら
詩
歌
合
を
撰
進
す
る
よ
う
に
と
の
下
命
が
あ
っ
た
こ
と
を

述
べ
、
「霧
露
を
相
扶
け
、
和
漢
を
渉
猟
す
。
然
れ
ど
も
、
大
竃
己
に
及
ん
で
、

同
類
求
め
難
し
」
と
い
う
。

執
筆
時
が
明
ら
か
な

『長
承
二
年
相
撲
立
詩
歌
』
城
文
に
類
同
の
句
が
あ
る

こ
と
は
、
こ
の
詩
歌
贈
答
が
な
さ
れ
た
年
時
を
い
つ
と
み
る
か
と
い
う
こ
と
と

関
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
ま
た
、
こ
れ
は
諸
説
が
あ
る
基
俊
の
生
年
を
考
え
る

う
え
で
の
資
料
と
も
な
る
も
の
で
あ
る
。
後
に
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

「喧
暦
」
は
今
も
い
う

「ほ
ぞ
を
か
む
」
で
あ
る
。

仏
の
教
え
を
学
ぶ
こ
と
を
疎
か
に
し
て
き
た
こ
と
を
、
八
十
歳
を
越
え
た
今
、

後
悔
す
る
が
、
す
で
に
後
の
祭
り
で
あ
る
。

○
俸
つ
て
薙
詐
れ
縫
ぽ
し
ぉヽ盤
絆
漢
の
後
、

こ
の
部
分
に
は
脱
文
、
脱
字
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
の
寛
信
の
答
え
の

詩
歌
の
題
詞
も
短
い
な
が
ら
、
よ
く
対
偶
の
整
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る

（後

述
）。
そ
れ
と
の
照
応
か
ら
し
て
も
、
ま
た
こ
の
文
章
自
体
の
こ
と
と
し
て
も
、

こ
の
部
分
も
対
偶
を
成
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。

残
さ
れ
た
本
文
で
考
え
る
よ
り
外
な
い
。

「発
露
」
。
懺
悔
、
告
白
す
る
こ
と
。
『往
生
要
集
』
巻
中
、
大
文
第
九
に
、

大
経
の
十
九
に
云
ふ
が
如
し
。
も
し
罪
を
覆
へ
ば
、
罪
則
ち
増
長
す
。
発

露
懺
悔
す
れ
ば
、
罪
即
ち
消
滅
す
。

「大
経
」
と
は

『大
般
涅
槃
経
』
で
あ
る
。



こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
態
度
を
悔
い
て
、
と
い
う
ほ
ど
の
意
で
あ

ス
了
り
。
「各
和
漢
之
後
」
。
動
詞
が
欠
け
て
い
て
意
味
を
成
さ
な
い
が
、
こ
こ
に
は
本

来
、
和
歌
と
漢
詩
と
を
詠
ん
だ
と
い
う
意
味
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
に
関
わ
っ
て
、
若
干
触
れ
て
お
く
と
、
基
俊
か
ら
寛
信
へ
贈
ら
れ

た
作
と
し
て
今
見
る
の
は
歌
だ
け
で
あ
る
が
、
本
来
は
そ
う
で
は
な
く
、
七
言

絶
句
の
詩

一
首
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
現
存
本
は
こ
れ
を
失
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
の
こ
と
は
次
節
で
読
む
寛
信
の
答
詩
お
よ
び
題
詞
か
ら
明
確
に
な
る

こ
と
な
の
で
、
詳
し
く
は
そ
こ
で
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

○
敢
へ
て
東
岳
の
導
師
の
宏
下
に
奉
げ
謝
す
。

「東
岳
導
師
」
は
も
ち
ろ
ん
寛
信
を
い
う
。
寛
信
自
身
も
、
後
に
見
る
よ
う

に
、
「東
山
の
隠
」
と
称
し
て
い
る
。

「宏
下
」
は
一
見
敬
称
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
用
例
も
な

く
、
考
え
て
み
れ
ば

「宏
下
」
と
い
う
敬
称
も
お
か
し
い
。
こ
こ
に
も
誤
字
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
「下
」
は
本
来
は
草
体
が
よ
く
似
る

「才
」
な
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
「宏
才
」
で
あ
る
。

本
稿
は
和
歌
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
は
目
的
と
し
て
い
な
い
が
、
し
か
し

な
お
次
の
こ
と
は
付
言
し
て
お
き
た
い
。

月
か
げ
の
か
さ
な
る
山
に
入
り
ぬ
れ
ば
い
ま
は
を
し
へ
し
あ
ふ
ぎ
を
ぞ
思

ふ
こ
の
歌
が

『和
漢
朗
詠
集
』
に
引
か
れ
る
次
の
句
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
は

や
は
り
指
摘
し
て
お
く
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「仏
事
」
に
引
く
、

月
隠
重
山
今
、
撃
扇
喩
之

（月
重
山
に
隠
れ
ぬ
れ
ば
、
一扇
を
撃
げ
て
こ
れ

を
喩
ふ
）

風
息
大
虚
今
、
動
樹
教
之

（風
大
虚
に
息
み
ぬ
れ
ば
、
樹
を
動
か
し
て
こ

れ
を
教
ふ
）

の
前
句
で
あ
る
。
出
典
は

『摩
訂
止
観
』
で
あ
る
。

三

次
に
寛
信
か
ら
の
応
答
の
詩
歌
と
そ
の
題
詞
が
あ
る
。
漢
文
で
書
か
れ
た
題

詞
は
句
形
を
整
え
て
示
す
。

金
吾
亜
相
者
、
風
月
之
至
、
竜
鳳
之
才
也
。

継
二
嘲
風
於
自
氏
之
詞
一
伝
二
習
俗
於
赤
人
之
跡
・。

今
帰
二
法
門
一、
更
訪
二
仙
道
・。

還
以
二
両
篇
之
佳
什
一
黍
投
二
窮
巻
之
閑
居
・。

不
レ
堪
二
拝
感
一、
猥
答
二
高
情
一而
己
。

東
山
隠
釈
寛
信

浄
名
再
池
兼
和
漢

詞
中
懸
本
　
有
河

我
匪
船
師
沈
鵬
士

還
依
君
徳
遇
弥
陀

入
ぬ
と
も
な
け
か
さ
ら
な
ん
月
影
の
わ
し
の
高
ね
に
と
を
く
て
ら
せ
は

○
金
吾
亜
相
は
風
月
の
至
、
竜
鳳
の
才
な
り
。

「金
吾
亜
相
」
は
基
俊
を
唐
名
で
呼
ん
だ
も
の
で
あ
る
は
ず
だ
が
問
題
が
あ

る
。
基
俊
は
左
衛
門
佐
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
唐
名
は
金
吾
次
将
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
な
ぜ
こ
う
な
っ
た
の
か
。
「亜
相
」
は
大
納
言
の
唐
名
で
あ
る
。
そ
の

「亜
」
は

「
つ
ぐ
」
の
意
で
、
「次
」
と
同
じ
意
味
で
あ
り
、
「亜
将
」
と
い
う

唐
名
が
あ
る
。
し
か
し
亜
将
は
近
衛
府
の
官
人
の
唐
名
と
し
て
の
み
用
い
ら
れ

（
親
衛
亜
将
」
「羽
林
亜
将
」、
略
し
て
単
に

「亜
将
」
と
も
。
近
衛
中
少
将
を



い
う
）、
衛
門
佐
の
唐
名
は
次
将
で
あ
っ
て
、
亜
将
と
は
い
わ
な
い

（な
お
近
衛

は
次
将
と
も
い
う
）。
従
っ
て
、
「金
吾
亜
相
」
に
は
、

金
吾
次
将
↓
金
吾
亜
将
↓
金
吾
亜
相

と
い
う
、
二
段
階
の
誤
解
、
混
乱
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

念
の
た
め
に
付
言
し
て
お
く
と
、
金
吾
亜
相
と
い
う
唐
名
は
考
え
ら
れ
な
い
。

金
吾
は
衛
門
督
を
い
い
、
亜
相
は
大
納
言
を
い
う
も
の
で
は
あ
る
が
、
実
際
に

は
、
衛
門
督
は
中
納
言
あ
る
い
は
権
中
納
言
の
兼
官
で
あ
り
、
大
納
言
が
衛
門

督
を
兼
ね
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
現
実
に
は

「金
吾
亜
相
」
と
い
う

唐
名
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
先
の
よ
う
に
考
え
る
外
は
な
い
。

「風
月
」
は
詩
文
、
あ
る
い
は
詩
文
の
詠
作
の
意
。
こ
の
語
に
つ
い
て
は
、

専
論
と
し
て
、
大
曽
根
章
介

「「風
月
」
敦
」
「
大
曽
根
章
介
　
日
本
漢
文
学
論

集
』
第

一
巻
、
汲
古
書
院
、　
一
九
九
八
年
。
初
出
は
一
九
九
〇
年
）、
滝
川
幸
司

「
風
月
」
考
」
翁
語
文
』
六
六
輯
、　
一
九
九
六
年
）
が
す
で
に
あ
る
。

「竜
鳳
」
は
竜
と
鳳
凰
。
す
ぐ
れ
た
も
の
の
象
徴
。
源
孝
道
の

「暮
春
、
自

河
に
於
い
て
同
に
春
色
辺
畔
無
し
と
い
ふ
を
賦
す
」
詩
序

翁
本
朝
麗
藻
』
巻
上
）

に
、
自
河
院
に
詩
宴
を
催
し
た
「左
親
衛
藤
次
将
」
の
こ
と
を
述
べ
て
、
「次
将
、

職
は
営
部
を
勒
し
て
、
武
備
を
材
虎
の
群
に
請
く
と
雖
も
、
志
は
詠
詩
に
在
り

て
、
な
ほ
文
章
を
竜
鳳
の
客
に
伴
ふ
」
と
あ
る
。
こ
の
詩
序
で
は
、
共
に
会
し

た
文
人
た
ち
の
こ
と
を
い
う
。

○
嘲
風
を
自
氏
の
詞
に
継
ぎ
、
習
俗
を
赤
人
の
跡
に
伝
ふ
。

「嘲
風
」
は
前
節
で
読
ん
だ
基
俊
の
題
詞
に
、
「嘲
風
弄
月
」
と
し
て
使
わ
れ

て
い
た
。
そ
こ
で
確
か
め
た
よ
う
に
、
詩
文
を
詠
作
す
る
こ
と
を
い
う
。

「自
氏
」
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
唐
の
詩
人
白
居
易
で
あ
る
。

「習
俗
を
赤
人
の
跡
に
伝
ふ
」
は
以
上
と
対
偶
を
な
す
。
「赤
人
」
は
こ
れ
も

容
易
に
比
定
さ
れ
る
が
、
万
葉
歌
人
山
部
赤
人
で
あ
る
。
で
あ
れ
ば
、
「習
俗
」

は
単
な
る
∧
世
間
の

（
習
昴
し
∨
の
意
で
は
あ
り
え
な
い
。
和
歌
を
詠
む
こ
と
の

意
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
語
は

「古
今
集
真
名
序
」
の

「彼
の
漢
家
の
字
を
移
し
て
、
我
が
日
域

の
俗
と
化
す
」
に
基
づ
い
て
、
我
が
国
の
文
学
伝
統
と
し
て
の
和
歌
の
詠
作
の

意
味
で
、
和
歌
序
の
な
か
で
頻
用
さ
れ
る
。
そ
の
い
く
つ
か
を
例
示
し
て
お
く

しＣ
、
曲
水
の
良
辰
に
当
た
り
て
、
難
波
の
嘉
什
を
詠
む
。
蓋
し
こ
れ
我
が
朝
の

習
俗
な
り
。
（藤
原
敦
光
、
ョ
一月
二
日
侍
二
太
上
皇
宴
一同
詠
二
逐
レ
年
花

盛
こ

和
歌
序
、
『本
朝
続
文
粋
』
巻
十
）

「難
波
の
嘉
什
」
は

「古
今
集
仮
名
序
」
に
引
く

「難
波
津
に
咲
く
や
こ
の

花
」
の
歌
で
あ
る
。

請
ふ
、
習
俗
を
扶
桑
に
課
し
て
、
長
く
和
歌
を
来
葉
に
伝
へ
ん
。
（大
江
匡

房
、
「華
契
二
千
年
二

和
歌
序
、
『本
朝
続
文
粋
』
巻
十
）

「扶
桑
」
は
日
本
を
い
う
。

麦
に
秋
情
菊
に
在
る
を
以
つ
て
、
和
歌
の
題
目
と
為
す
。
予
の
如
き
は
風

月
の
情
に
携
は
る
と
雖
も
、
な
ほ
習
俗
に
拙
し
。
（藤
原
実
兼
、
「詠
二
秋
情

在
ラ
菊
」
和
歌
序
、
『本
朝
小
序
集
し

な
お
対
句
と
し
て
の
修
辞
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
く
と
、
人
名
を
対
偶
と
し

て
置
く
こ
と
も
和
歌
序
に
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
、　
一
例
と
し
て
、

或
は
柿
本
の
余
風
を
継
が
ん
と
謂
ひ
、
或
は
山
辺
の
遺
塵
を
伝
へ
ん
と
謂

ふ
。
（藤
原
実
兼
、
「百
首
和
歌
序
」、
『扶
桑
古
文
集
し

が
あ
る
。

人
名
の
対
偶
に
、
こ
の
題
詞
と
同
じ
よ
う
に
色
対
を
加
味
し
た
も
の
と
し
て
、

性
は
赤
人
を
稟
け
ず
、
意
は
な
ほ
黒
主
に
異
な
る
。
（作
者
不
明
、
「同

詠
レ
待
二
郭
公
忍
声
こ

和
歌
序
、
『本
朝
小
序
集
し



が
あ
る
。
黒
主
は
六
歌
仙
の
一
人
、
大
友
黒
主
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
題
詞
と
全
く
同
じ
く

「白
」
と

「赤
」
を
色
対
と
し
て
、
ま

た
詩
人
と
歌
人
の
代
表
と
し
て

「白
氏
」
と

「赤
人
」
を
対
偶
と
し
た
例
が
、

先
に
言
及
し
た
基
俊
の

『長
承
二
年
相
撲
立
詩
歌
』
の
政
に
あ
る
。
基
俊
は
忠

通
の
命
を
承
け
て
詩
歌
合
を
撰
し
て
進
覧
し
た
が
、
そ
の
こ
と
に
対
す
る
忠
通

の
御
教
書
に
、

献
ぜ
じ
め
給
ふ
所
の
和
漢
の
両
篇
、
金
玉
声
有
り
。
詩
は
自
氏
の
一
体
に

慣
ら
ひ
、
歌
は
赤
人
の
六
義
を
伝
ふ
。

と
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
対
句
は
、
基
俊
が
詩
文
に
お
い
て
は
白
居
易
の
、
和
歌
に
お
い

て
は
山
辺
赤
人
の
遺
風
を
継
承
し
て
い
る
、
す
な
わ
ち
和
漢
兼
作
の
詩
人
で
あ

る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
の
例
証
と
し
て
は
、
基
俊
に

『新
撰

朗
詠
集
』
の
編
著
の
あ
る
こ
と
を
想
起
す
る
だ
け
で
十
分
で
あ
ろ
う
。

○
今
法
門
に
帰
し
、
更
に
仙
道
を
訪
ぬ
。

「法
門
に
帰
す
」
は
出
家
し
た
こ
と
を
い
う
。
基
俊
が
出
家
し
た
の
は
保
延

四
年

（
一
三
二
八
）
で
あ
る
か
ら

翁
尊
卑
分
脈
し
、
そ
れ
以
後
の
こ
と
と
な
る
。

「仙
道
を
訪
ぬ
」。
「仙
道
」
は
仙
人
に
な
る
た
め
の
方
途
。
そ
れ
を
追
い
求

め
る
と
い
う
の
は
、
八
十
歳
を
越
え
た
長
寿
を
保
っ
て
い
る
こ
と
を
い
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

○
還
両
篇
の
佳
什
を
以
っ
て
、
黍

く
も
窮
巻
の
閑
居
に
投
ぜ
ら
る
。

「両
篇
の
佳
什
」
の
両
篇
と
は
詩

一
首
と
和
歌

一
首
の
二
首
で
あ
る
。
漢
文

で

「両
篇
之
佳
什
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
二
首
の
詩
と
み
る
早
卒
の
見
に

陥
り
や
す
い
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
こ
の
一
文
は
先
の

「嘲
風
を
自
氏
の
詞
に

継
ぎ
、
習
俗
を
赤
人
の
跡
に
伝
ふ
」
と
対
応
し
て
い
る
。
詩
と
歌
と
が
基
俊
か

ら
贈
ら
れ
た
こ
と
を
い
う
前
提
と
し
て
、
先
に
、
彼
が
和
漢
兼
作
の
詩
人
で
あ

る
こ
と
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
以
下
に
見
る
よ
う
に
、
寛
信
が
詩
と
歌

と
を
以
っ
て
応
答
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
基
俊
の

「両
篇
の
佳
什
」
は
詩
と

歌
と
の
二
首
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
翻
っ
て
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の

『基
俊
集
』
書

陵
部
本
は
本
来
あ
っ
た
は
ず
の
基
俊
の
七
言
絶
句

一
首
を
欠
落
さ
せ
て
い
る
の

で
あ
る
。

基
俊
か
ら
詩
と
和
歌
と
の
二
首
が
寛
信
の
許
へ
贈
ら
れ
て
き
た
。

○
拝
感
に
堪
へ
ず
、
猥
り
に
高
情
に
答
ふ
る
の
み
。

「高
情
」
は
相
手
か
ら
の
心
遣
い
を
尊
ん
で
い
う
。
芳
志
、
御
厚
情
。
島
田

忠
臣
の

「清
進
士
が
刀
筆
を
贈
る
に
酬
ゆ
」
翁
田
氏
家
集
』
巻
上
）
に
、
「鹿
義

竜
泉
の
好
き
刀
筆
、
高
情
何
事
か
愚
交
に
贈
る
」
と
い
う

「高
情
」
は
同
じ
用

法
で
あ
る
。

贈
ら
れ
た
詩
歌
二
首
を
読
ん
で
思
い
を
押
さ
え
ら
れ
ず
、
私
も
詩
と
歌
と
を

以
っ
て
お
志
に
お
答
え
す
る
。

以
上
の
題
詞
を
伴
っ
て
次
の
詩
が
あ
る
。

浄
名
再
池
兼
和
漢
　
浄
名
の
再
□

（再
び
日
――
□
）
和
漢
を
兼
ぬ

『ぃ嚇時沈麟『　獅呻船［口に匪ず沈溺の士

還
依
君
徳
遇
弥
陀
　
還
つ
て
君
が
徳
に
依
り
て
弥
陀
に
遇
は
む

こ
の
詩
は
絶
句
と
し
て
典
型
的
な
起
承
転
結
の
構
成
を
と
っ
て
い
る
。

第

一
句
は
基
俊
が
和
漢
の
才
を
兼
具
す
る
こ
と
を
称
え
る
。

「浄
名
」
は
維
摩
詰
の
別
称
で
あ
る
。
『本
朝
無
題
詩
』
巻
十
所
収
の
藤
原
周

光
の

「夏
日
禅
房
に
志
を
言
ふ
」
に
、

浄
名
は
病
み
て
後
喩
へ
に
十
を
知
り

栄
啓
は
老
い
て
来
楽
し
み
三
つ
有
り



の
用
例
が
あ
る
。
寛
信
は
基
俊
を
維
摩
詰
に
比
擬
し
て
い
う
。

「再
池
」
の

「池
」
は
こ
の
ま
ま
で
は
読
め
な
い
。
底
本
の
文
字
は

「池
」

と
し
か
読
め
な
い
が
、
何
か
の
字
の
誤
写
で
あ
る
。
「浄
名
再
□
」
で
、
維
摩
詰

の
後
身
、
あ
る
い
は
維
摩
が
生
ま
れ
変
わ
っ
て
、
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
は
ず

で
あ
る
。

第
二
句
「詞
中
懸
本
　
有
河
」。
こ
の
句
も
不
完
全
で
、
文
字
の
欠
脱
が
あ
る
。

「懸
」
の
下
に
小
さ
く
書
か
れ
た

「本
」
は
、
親
本
に
す
で
に
欠
脱
が
あ
っ
た

こ
と
の
注
記
で
あ
る
。
二
字
が
欠
け
て
い
る
が
、
こ
の
句
で
言
お
う
と
す
る
こ

と
は
推
測
で
き
る
。
キ
ー
ヮ
ー
ド
は

「懸
河
し
で
あ
る
。
激
し
く
流
れ
下
る
川

と
い
う
の
が
本
来
の
意
味
で
あ
る
が
、
巧
み
な
弁
舌
の
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ

る
。
『本
朝
麗
藻
』
巻
下
所
収
の
源
俊
賢
の

「探
り
て
富
楼
那
を
得
た
り
」
に
、

仏
弟
子
富
楼
那
の
才
を
称
え
て
、

智
恵
風
と
高
く
詞
は
霧
を
巻
き

弁
才
浪
と
涌
き
回
は
河
を
懸
け
た
り

い
う
。「船

師
」
は
本
来
の
意
味
は
船
頭
。
仏
典
で
は
、
衆
生
を
彼
岸
に
連
れ
て
行

く
者
と
し
て
、
仏
、
菩
薩
を
い
う
。
『大
宝
積
経
』
巻
百
十

一
の
偶
に
、

声
聞
と
縁
覚
と
は
、
草
の
筏
に
て
唯
自
ら
渡
る
の
み

菩
薩
は
広
く
運
済
す
。
彼
の
大
船
師
の
如
し
。

ま
た
実
叉
難
陀
訳

『華
厳
経
』
巻
二
十
、
十
行
品
に
、

讐
へ
ば
船
師
の
如
し
。
此
岸
に
住
ま
ら
ず
、
彼
岸
に
住
ま
ら
ず
、
中
流
に

住
ま
ら
ず
し
て
、
能
く
此
岸
の
衆
生
を
運
度
し
、
彼
岸
に
至
ら
し
め
、
往

返
し
て
休
息
す
る
こ
と
無
き
を
以
つ
て
の
故
な
り
。
菩
薩
、
摩
詞
薩
も
亦

復
是
の
如
し
。

な
ど
の
例
が
あ
る
。
本
朝
の
例
と
し
て
は
、
『筆
海
要
津
』
所
収
の
藤
原
通
憲
の

願
文
の
遺
文
に
、

船
師
永
く
期
を
逃
る
れ
ば
、
何
れ
の
時
か
生
死
海
の
検
波
を
渡
ら
ん
、

名
医
空
し
く
去
就
す
れ
ば
、
誰
人
に
か
煩
悩
病
の
良
薬
を
求
め
ん
。

と
あ
る
。

「沈
溺
の
士
」。
底
本
で
は

「沈
滸
」
で
あ
り
、
「滸
」
を

「溺
」
に
作
る
本

の
あ
る
こ
と
が
注
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
異
本
に
該
当
す
る
古
筆
切
れ
が
遺

存
し
て
い
る
。
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
、
第
九
巻

『拾
遺
愚
草
下
　
拾
遺
愚
草
員

録

猥

一
饒

一 』
凩

評

極 一
師
九
商
狩
眈

寛
信
が
こ
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
散
供
し
た
基
俊
の
贈
詩
に
は
、

寛
信
に
対
し
て
、
導
師
と
な
っ
て
私
を
悟
り
の
世
界
に
導
い
て
ほ
し
い
と
懇
望

し
た
句
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
い
や
い
や
、
私
に

は
と
て
も
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
る
の
が
、
こ
の
句
で
あ
る
。

そ
う
し
て
結
句
が
く
る
。

還
つ
て
君
が
徳
に
依
り
て
弥
陀
に
遇
は
ん
。

と
い
う
の
は
そ
れ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
詩
想
の
豊
か
さ
、
文
辞
の
流
暢
を
た
　
　
の
極
書
が
あ
り
、
こ
の

「我
匪
船
師
」
以
下
の
二
句
と
、
「
い
り
ぬ
と
も
」
の
歌

と
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
『新
唐
書
』
第
二
百

一
、
文
芸
上
の
王
勃
伝
に
、
　
　
と
を
書
写
す
る
が
、
こ
れ
で
は

「沈
溺
」
で
あ
る
。
「沈
滞
」
の
語
も
あ
る
が
、

「盈
川

（湯
畑
）
の
文
は
河
を
懸
け
た
る
が
如
し
。
之
を
酌
め
ど
も
場
き
ず
」
　
　
本
文
と
し
て
は

「沈
溺
」
が
優
れ
る
。
「船
師
」
と
の
対
応
か
ら
も
、
ま
た
、
苦

の
例
が
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
、
苦
境
に
陥
る
と
い
う
比
喩
的
意
味
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
「沈
溺
」
が
妥
当

第
三
句

「我
は
船
師
に
匪
ず
沈
溺
の
士
」。
大
き
く
転
じ
て
、
自
分
の
こ
と
を
　
　
で
あ
る
。



む
し
ろ
、
あ
な
た
の
徳
に
す
が
っ
て
こ
そ
、
浄
土
へ
導
か
れ
た
い
も
の
、
と

い
う
。

四

基
俊
と
寛
信
と
の
間
で
な
さ
れ
た
詩
歌
贈
答
の
、
詩
文
の
部
分
を
や
や
丁
寧

に
読
ん
で
き
た
が
、
そ
の
こ
と
を
通
し
て
い
く
つ
か
の
問
題
が
見
え
て
き
た
。

整
理
し
て
、
改
め
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

一
つ
は
本
文
の
問
題
で
あ
る
。

『基
俊
集
』
の
他
撰
本
系
の
本
と
し
て
は
書
陵
部
蔵
本
が
唯

一
の
伝
本
で
あ

る
が
、

（
詩
致
の
部
分
に
限
っ
て
い
え
ば
、
良
質
の
本
文
と
は
と
て
も
い
え
な
い

も
の
で
あ
る
。

そ
の
最
も
大
き
な
欠
陥
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
基
俊
か
ら
寛
信
へ
贈
ら

れ
た
詩
歌

一
首
ず
つ
の
う
ち
、
詩
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
ま
た
我
々
に
楽
し
み
を
残
す
も
の
と
も
な
っ
た
。

寛
信
の
答
詩
の
後
聯
と
返
歌
を
書
い
た
も
の
が
古
筆
切
と
し
て
遺
存
し
て
い

る
こ
と
は
前
節
に
述
べ
た
が
、
さ
ら
に
、
こ
の
定
家
筆

『基
俊
集
』
他
撰
本
切

は
四
葉
の
伝
存
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
伊
井
春
樹
編

『古
筆
切
資
料
集
成
巻
三

私
家
集
・詠
草
』
（思
文
閣
出
版
、　
一
九
八
九
年
）
に
三
葉
が
拾
揖
さ
れ
て
い
る

が
、
兼
築
信
行
氏
は
さ
ら
に
も
う

一
葉
が
存
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
は
犯
。
こ

う
し
た
情
況
を
考
え
る
と
、
基
俊
の
詩
を
書
い
た
ツ
ン
の
切
れ
が
伝
存
す
る
可

能
性
は
少
な
く
な
い
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
七
言
絶
句
で
、
お
そ
ら
く

「河
」

「陀
」
を
韻
字
と
し
、
寛
信
を

「船
師
」
に
な
ぞ
ら
え
て
、
浄
土
へ
の
導
き
を

依
頼
す
る
句
を
含
む
は
ず
で
あ
る
。

書
陵
部
本
は
、
残
る
本
文
に
も
、
第
二
・
三
節
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
何
箇

所
も
の
文
字
の
欠
脱
、
誤
写
が
あ
る
。
従
っ
て
、
本
文
の
読
解
に
は
、
こ
う
し

た
テ
キ
ス
ト
の
現
状
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
残
さ
れ
た
本
文
を
無
批

判
に
受
け
入
れ
て
、
そ
れ
に
従
っ
て
解
釈
を
行
っ
て
も
、
そ
れ
は
文
章
を
読
ん

だ
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

次
い
で
、
こ
の
詩
歌
の
詠
作
年
時
、
そ
れ
か
ら
波
及
す
る
基
俊
の
生
年
に
関

わ
る
問
題
で
あ
る
。

こ
の
贈
答
が
行
わ
れ
た
年
時
を
推
測
さ
せ
る
も
の
を
求
め
る
と
、
寛
信
の
返

答
の
題
詞
に
、
基
俊
に
つ
い
て

「今
法
門
に
帰
し
」
と
い
う
惜
辞
が
あ
る
。
基

俊
の
出
家
は
保
延
四
年

（
一
一
三
八
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ぷ
７法
門
に
帰
し
」

は
ど
う
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

寛
信
は
題
詞
の
冒
頭
で
、
基
俊
を

「金
吾
亜
相
」
と
在
俗
時
の
官
職
で
呼
ん

で
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
出
家
し
て
す
ぐ
の
こ
と
と
解
釈
し
て
い
い

だ
ろ
う
（詩
で
基
俊
を
維
摩
詰
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
こ
と
も
あ
る
）。
す
な
わ
ち
、

こ
の
贈
答
は
保
延
四
年
に
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
こ
の
こ
と
と
共
に
、
も
う

一
つ
、
詠
作
年
時
に
関
わ
る
記
述
が
あ
る
。

基
俊
は
自
ら
に
つ
い
て

「大
竃
暗
か
に
至
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
八
十
歳
以

上
を

「竃
」
と
い
う
が
、
こ
の
贈
答
が
な
さ
れ
た
の
を
保
延
四
年
と
す
る
と
、

そ
の
時
点
で
、
基
俊
が
自
分
の
こ
と
を

「大
竃
至
る
」
と
い
う
の
は
、
基
俊
の

年
齢
と
翻
酷
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

基
俊
の
生
年
に
つ
い
て
は
明
確
で
な
く
、　
一
〇
五
四
年
、　
一
〇
五
六
年
、
そ

う
し
て
一
〇
六
〇
年
の
三
説
が
あ
る
。　
一
〇
六
〇
年
説
は

『長
秋
記
』
の
記
事

を
論
拠
と
す
る
。
『長
秋
記
』
の
天
承
元
年

（
一
一
三

一
と
二
月
二
十
二
日
の
尚

歯
会
の
記
事
に
、
七
隻

（七
人
の
老
人
）
の
一
人
と
し
て
の
基
俊
の
年
齢
を
七

十
二
歳
と
注
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
逆
算
す
る
と
、　
一
〇
六
〇
年
の
生

ま
れ
と
な
る
。　
一
方
、
『古
今
著
聞
集
』
巻
四
、
「尚
歯
会
事
」
で
は
、
同
じ
尚

歯
会
時
の
基
俊
の
年
齢
を
七
十
六
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、　
一
〇
五
六
年
生



ま
れ
と
な
る
。
ま
た
、
『無
名
抄
』
の

コ
ニ
位
入
道
、
基
俊
ノ
弟
子
ニ
ナ
ル
事
」

に
は
、
藤
原
俊
成
の
、
私
は
二
十
五
歳
で
基
俊
の
弟
子
と
な
っ
た
が
、
そ
の
時
、

基
俊
は
八
十
五
歳
で
あ
っ
た
と
い
う
言
談
が
引
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
従
っ
て

考
え
る
と
、　
一
〇
五
四
年
生
ま
れ
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、　
一
〇
六
〇
年
生
年
説
が
、
源
師
時
の
日
記
で
あ
る

『長
秋
記
」

と
い
う
第

一
次
史
料
の
記
事
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
最
も
有
力
で

あ
る
。
さ
て
、
こ
の
一
〇
六
〇
年
生
ま
れ
と
い
う
説
に
立
っ
て
考
え
る
と
、
先
の
保

延
四
年
に
は
基
俊
は
七
十
九
歳
と
な
り
、
八
十
歳
台
に
は
達
し
て
い
な
い
こ
と

に
な
る
。
た
だ
し
、
八
十
歳
を
目
前
に
し
て

「大
亀
暗
か
に
至
り
」
と
言
っ
た

と
い
う
理
解
は
あ
り
う
る
か
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
ま
た
、
基
俊
は
一
一
三
三
年
成
立
の

『長
承
二
年
相
撲
立
詩
歌
』
抜

文
で
も

「大
竃
己
に
及
ん
で
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
こ
れ
は
、　
一
〇
六

〇
年
生
年
説
で
は
、
こ
の
年
、
基
俊
は
七
十
四
歳
と
な
り
、
「竃
」
と
は
い
え
な

い
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
七
十
歳
は

「老
」
と
い
う

（『礼
記
』
「曲
礼
し
。　
一

方
、　
一
〇
五
四
年
の
生
ま
れ
と
考
え
れ
ば
長
承
二
年
は
ち
ょ
う
ど
八
十
歳
と
な

り
、
「竃
」
と
言
っ
て
差
し
つ
か
え
な
い
。

確
か
に
日
記
で
あ
る

『長
秋
記
』
の
史
料
性
は
高
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
基

俊
自
身
の
記
述
で
あ
る
。　
一
〇
五
四
年
生
年
説
の
有
力
な
根
拠
と
な
る
も
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

五

こ
の
基
俊
と
寛
信
と
の
間
で
行
わ
れ
た
詩
歌
贈
答
は
、
文
学
史
の
う
え
で
、

ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

多
く
の（託
と
歌
と
を
残
す
基
俊
に
と
っ
て
は
、
わ
ず
か
に
そ
の
う
ち
の
一
首

に
し
か
過
ぎ
な
い
。
む
し
ろ
寛
信
に
と
っ
て
、
遺
存
す
る
数
少
な
い
詩
の
一
例

と
し
て
評
価
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

寛
信
が
文
学
史
の
う
え
で
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
最
近
の

（
こ
一
で

あ
り
、
そ
れ
は
法
会
の
文
学
の
一
つ
と
し
て
の
表
自
の
作
者
と
し
て
で
あ
る
。

寛
信
は
多
く
の
表
白
を
制
作
し
て
い
て
、
そ
れ
は

『表
白
集
』
諸
本
に
収
載
さ

れ
て
今
に
伝
存
し
て
い
る
。

表
自
の
制
作
は
当
初
文
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
し
だ
い

に
僧
侶
自
ら
が
こ
れ
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
作
者
層
の
変
化
が
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
転
換
期
が
院
政
期
で
あ
り
、
そ
の
期
に
お
け
る
僧
侶

の
表
白
作
者
の
中
心
的
人
物
の
一
人
が
寛
信
な
の
で
あ
る
。

こ
の
多
く
の
表
自
の
制
作
に
寛
信
の
能
文
の
才
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

しヽ詩詢赫計躙舞証“脚一麺燎肺』ぽ】い０」嘲瑳却け雑̈
Ｆ邦癖期は、

人
の
寛
信
の
詩
文
の
才
に
つ
い
て
の
証
言
も
あ
る
。

勧
修
寺
に
参
る
。
先
づ
東
円
堂
に
灯
明
を
供
す
。
賢
清
を
以
つ
て
導
師
と

為
す
。
学
生
相
伴
ふ
。
花
を
見
る
為
な
り
。
連
句
の
後
、
余
興
尽
き
ず
、

一
絶
を
賦
す
。
寛
信
闇
梨
、　
一
首
を
加
ふ
。
顕
密
兼
学
し
、
又
文
章
を
兼

ぬ
る
な
り
。
つ
水
昌
記
』
天
永
二
年
二
月
七
日
）

も
う

一
つ
、
和
漢
兼
作
と
い
う
視
点
か
ら
見
る
と
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
仁
寿

元
年

（八
五

一
）
二
月
十
二
日
の
仁
明
天
皇
追
善
法
華
会
に
お
い
て
、
参
加
し

た
公
卿
た
ち
が
あ
る
い
は
詩
を
賦
し
、
あ
る
い
は
和
歌
を
詠
ん
で
先
帝
を
追
慕

し
（型
と
い
う
こ
と
を
権
輿
と
し
て
、
こ
の
詩
歌
贈
答
に
至
る
ま
で
、
三
百
年
近

い
時
間
の
な
か
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
式
で
、
多
く
の
和
漢
兼
作
が
な
さ
れ
て
い

る
が
、
『小
野
僧
正
請
雨
行
法
賀
雨
詩
』
（続
群
書
類
従
巻
三
百
十
八
）
に
、
こ

の
贈
答
詩
歌
と
類
似
し
た
か
た
ち
で
の
和
漢
兼
作
が
見
ら
れ
る
。



『小
野
僧
正
請
雨
行
法
賀
雨
詩
』
は
、
長
元
六
年

（
一
〇
三
三

（
）
」
月
に
行

わ
れ
た
祈
雨
に
関
す
る
天
台
座
主
慶
命
と
源
師
房
と
の
間
で
の
贈
答
詩
を
中
心

に
、
付
随
し
て
な
さ
れ
た
諸
家
の
唱
和
詩
歌
か
ら
成
る
詩
巻
で
あ
る
。
こ
れ
に

仁
海
と
藤
原
斉
信
と
の
贈
答
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
基
俊
と
寛
信
と
の

贈
答
に
近
似
し
て
い
る
。
『賀
雨
詩
』
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
る
紙
幅
は
な
い
の

で
、
要
点
の
み
あ
げ
て
お
く
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
詩
と
和
歌
と
を
詠
み
、
こ
れ
を

贈
答
し
て
い
る
、
内
容
的
に
は
述
懐
で
あ
る
。
加
え
て
、
僧
侶
と
官
人
と
の
間

で
な
さ
れ
て
い
る
、
と
い
っ
た
点
で
あ
る
。

一
人
が
あ
る
情
況
の
も
と
で
、
自
分
の
思
い
を
詩
に
詠
じ
、
歌
に
も
詠
ん
で

表
明
す
る
。
遺
存
す
る
例
は
少
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
和
漢
兼
作
に
よ
る
贈
答

も
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

江̈（１
）
　
『基
俊
集
し
の
注
釈
と
し
て
、
滝
沢
貞
夫
著

Ｒ基
俊
集
全
釈
』
（風
間
書
房
、　
一
九

八
八
年
）
が
あ
る
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
贈
答
詩
歌
の
漢
文
の
題
詞
、
詩
に
つ
い

て
は
、
お
よ
そ
注
釈
の
役
割
を
果
た
し
て
い
な
い
。

（２
）
後
藤
昭
雄

「和
歌
真
名
序
考
」
（島
津
忠
夫
編

『和
歌
史
の
構
想
」
和
泉
書
院
、
一

九
九
〇
年
）
参
照
。

（３
）

こ
の
切
れ
の
存
在
は
、
早
く
、
兼
築
信
行

「藤
原
定
家
筆

『基
俊
集
」
断
簡
に
つ

い
て
」
翁
季
刊
ぐ
ん
し
ょ
』
再
刊
１７
号
、　
一
九
九
二
年
）
が
指
摘
し
て
い
る
。

（４
）

本
稿
で
対
象
と
し
た
贈
答
詩
歌
の
前
に
、
も
う

一
首
漢
詩
が
引
か
れ
て
い
る
。
基

俊
が
藤
原
忠
通
に
寄
せ
た
七
言
律
詩
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
本
文
に
何
個
所
も
疑
間
が

あ
る
。

（５
）

注
（３
Ｘ
嗣
文

（６
）

『日
本
詩
紀
」
と
後
藤
昭
雄
編

『日
本
詩
紀
拾
遺
』
（吉
川
弘
文
館
、　
一〇
〇
〇
年
）

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（７
）

山
本
真
吾

「勧
修
寺
法
務
寛
信
の
表
白
文
作
成
活
動
―
院
政
期
に
お
け
る
僧
侶
に

よ
る
表
白
文
の
作
成
―
ビ

η
二
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
五
号
、　
一
九
九
四
年
）
参

照
。

（８
）

注
（６
）
の

『日
本
詩
紀
拾
遺
」
参
照
。

（９
）

注
（７
）
の
山
本
論
文
に
指
摘
す
る
。

（１０
）

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
藤
昭
雄

「供
存
平
安
朝
詩
注
」
翁
平
安
朝
漢
文
文
献

の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、　
一
九
九
二
年
）
参
照
。

（１１
）

こ
の
贈
答
詩
を
注
（６
）
の

「日
本
詩
紀
拾
遺
』
に
採
録
し
た
が
、　
一
首
、
作
者
の

認
定
に
誤
り
が
あ
っ
た
。
と
り
あ
え
ず
こ
こ
で
訂
正
し
て
お
き
た
い
。
二
九
頁
下
に

源
師
房
の
作
と
し
て

「重
以
奉
呈
門
下
侍
郎
」
と
題
さ
れ
た
詩
を
あ
げ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
慶
命
の
詩
で
あ
る
。
従
っ
て
一
九
二
頁
上
の

「餘
感
未
休
、
重
次
平
字
」
の

後
に
置
く
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

―
―

本
学
大
学
院
教
授
―
―


